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（２月１日　天川小学校　スキー教室が実施されました。）

ソリ遊び・スキー楽しい１日でした。
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役　　　職 氏　　　名

区長連合会長 角　谷　甚四郎

　〃　副会長 森　岡　太美行

　〃　副会長 中　村　　　猛

各 大 字 区 長 の 紹 介

平成25年の各大字区長を紹介します。（平成25年２月６日現在）

大　字 区 長 氏 名

洞　川 角　谷　甚四郎

北　角 森　田　紀　邦

中　越 中　西　泰　彦

川　合 森　岡　太美行

沖　金 水口　十男十郎

中　谷 福　西　賢　二

沢　原 福　上　浩　典

北小原 水　口　勝　資

五　色 西　本　　　力

南日裏 辰　巳　榮之助

大　字 区 長 氏 名

坪　内 柿　坂　建　樹

九　尾 中　村　　　猛

栃　尾 稲　住　　　望

和　田 上　西　良　継

篭　山 松　葉　伸　一

庵　住 上　西　文　一

山　西 西　村　保　幸

広　瀬 花　谷　光　信

塩　野 宮　脇　正　輝
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　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。単車や軽自動車などを譲渡
したり、廃車した場合は下記の関係機関での届け出が必要です。その手続きを怠ると、実
際に所有していなくても、４月１日現在の所有者に課税されますのでご注意ください。

―奈良陸運支局からのお知らせ－

　毎年３月末は、企業の決算期や自動車税の賦課期日の終期等が重なり、自動車の検査・
登録の各種申請が極度に集中し、窓口が大変混雑します。このため、この時期に申請され
ますと、長時間お待ちいただくことになります。
　自動車の移転登録（名義変更）や抹消登録（廃車）などの手続きは、できるだけ早い時
期に済まされますようお願いします。

【テレフォンサービス】　　☎050-5540-2063

　自動車の検査・登録のご案内は、電話サービス（アンサーシステム）で、音声または
FAXにより24時間行っています。
【ホームページアドレス】　http://wwwtb.kkt.mlit.go.jp/
　近畿運輸局のホームページの中でも、各種手続きをご案内しておりますので、併せてご
利用ください。

廃車・名義変更の手続きをお忘れなく！！

車　　　種 手続きをするところ 持参するもの

原動機付自転車
（125㏄以下）
小型特殊自動車

役場住民課
☎63-0321（内線162）

・印鑑
・ナンバープレート

二輪車
（125㏄を超えるもの）

近畿運輸局奈良陸運支局
☎050-5540-2063 左記に問い合わせて

ください軽三輪車
軽四輪車

奈良県軽自動車検査協会
☎0743-58-3018

早めに済ませましょう　－自動車の登録申請―
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　現在交付している国民健康保険被保険者証は、平成25年3月31日が有効期限です。新
しい保険証の交付は、昨年同様世帯主あてに郵送いたします。
　お手元に届き次第内容のご確認をお願いいたします。
　また、国民健康保険税の納付が遅れている場合は新しい保険証を郵送することが出来ま
せんので、３月初旬までに完納くださいますようお願いいたします。

（保険証の見本）

■　該　当　者　　国民健康保険加入者（75歳未満）
■　発送予定日　　平成25年3月26日～随時（予定）

※75歳以上の方の後期高齢者被保険者証は、８月更新のため
　平成25年７月中に発送予定です。

　平成25年１月16日、「第53回交通安全国民運動中央大会」が日比谷公会堂において、秋篠宮殿下
御臨席のもと挙行され、（財）奈良県交通安全協会中吉野支部協会が、交通安全活動が積極的で交通
事故防止に顕著な成績を挙げた功績により、「交通安全優良団体等表彰」（優良交通安全協会）を受
賞しました。

平成25年度「国民健康保険証」郵送のお知らせ

（財）奈良県交通安全協会中吉野支部協会が
「交通安全優良団体等表彰」を受賞しました。

新しい保険証は台紙に
貼り付けていますの
で、はがしてお使いく
ださい。
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　各区では、台風12号災害を機に地域独自で様々な自主防災活動に取り組んでおられ、今回はその内容の
一部をご紹介させていただきます。

自主防災活動（和田区）
　① 災害時の各戸の緊急連絡先の把握
　　★ 自宅電話番号
　　★ 世帯主の携帯電話番号
　　★ 子供又は親族の氏名・連絡先電話番号
　② 自主防災組織の結成
　 　区を単位とした自主防災組織を結成して

若い方を中心に役割分担を行った。
　③ 防災備蓄品（必需品）の購入
　　役場から配布された備蓄品以外で必要と考えられる物品について独自に購入した。

災害時の連絡体制の強化と避難場所の周知（洞川区）
① 避難場所の周知
　避難行動の際に慌てることのないよう災害時避難場所を天川村立体育館と決め、区民に周知を図った。
また、土砂災害だけでなく南海トラフ巨大地震などにも備えるべく、天川村立体育館を防災拠点と位置付
けたうえで旧洞川小学校校舎やグランドを利活用した防災体制の整備を進めていく。
② 区内での情報伝達方法
　災害や避難者などの情報については各町の総代から区長へ連絡し、区長から役場へ連絡することと取り
決め、さらに消防団とも情報を共有することで、災害時に情報が錯そうしないようにする。

防災 てんかわ
第９回
◇◇ 災害に備えた各区の取り組み（１）◇◇

区長

副区長

消防団 天川村役場総務課

応急対策班 救助・救出班 給食・給水班 避難誘導班 情報班

地区の巡回点検
危険箇所の調査

平常時
の役割

被害時
の役割

資機材の調達・整備
救出・救助訓練の実施

資機材の整備・点検
炊き出し訓練の実施

避難所の安全点検
避難訓練の実施
１人暮らし高齢者の把握

情報の収集・伝達
民生委員との連携
各班との連絡調整

被災後の巡回
応急復旧活動の実施

救出・救助活動
防災機関への協力

炊き出し等の給水活動
物資配分の協力

避難の呼びかけ
安全な避難誘導
避難人員の把握

情報の収集
民生委員との連携
各班との連絡調整

　生まれてから60年の間、大きな災害にあったことはなく避難したのも
一昨年の台風12号のときが初めての経験だった。以前は天川村は安全で
災害など起こらないと考えていたが、この災害を機に考え方が大きく変
わった。台風12号災害で避難したときに区民の所在が確認できず大変苦
労した教訓をもとに、区民各戸との連絡手段（連絡先）の確認など自主
防災活動に取り組んでいる。

インタビュー
上西良継  和田区長

　台風12号災害では洞川地区は直接的な大きな被害はなかったものの、
村道洞川高原線や県道洞川下市線が不通になるなど、地域が孤立する
危険性について再認識させられた。災害時の教訓から、災害時におい
ては情報の伝達が最も重要であると考えており、あらかじめ手段と方
法を決めておくことで、いざという時に落ち着いた対応がとれるよう
にしたい。

インタビュー
角谷甚四郎  洞川区長

和田区自主防災組織図
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　３月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　３月の予定表

閉　　館　　日（春分の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 土 

 17 日 

 18 月 診　　察 診　　察  燃焼

 19 火 診　　察 検 査 日  資源１

 20 水 

 21 木 休　　診   診察（西尾医師）  不燃

 22 金 診　　察 診　　察  燃焼

 23 土 

 24 日 

 25 月 診　　察 診　　察  燃焼

 26 火 診　　察 検 査 日 脳のトレーニング教室修了式 資源１

 27 水 診　　察 診　　察  

 28 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 29 金 診　　察 診　　察  燃焼

 30 土 

 31 日

（予約）
粗　大

（予約）
粗　大

運動機能向上教室10：30〜
心の健康相談
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　３月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　３月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 金 診　　察 診　　察  燃焼

 2 土 

 3 日 

 4 月 診　　察 診　　察  燃焼

 5 火 診　　察 検 査 日  資源１

 6 水 診　　察 診　　察 歯科健診

 7 木 休　　診   診察（西尾医師）  不燃

 8 金 診　　察 診　　察  燃焼

 9 土 

 10 日 

 11 月 診　　察 診　　察  燃焼

 12 火 診　　察 検 査 日  資源１

 13 水 診　　察 診　　察 スリムアップ塾修了式 

 14 木 休　　診   診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10：30〜 資源２

 15 金 診　　察 診　　察  燃焼

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

（予約）
粗　大
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　中吉野広域消防組合に、日本自動車工業会から高規格
救急自動車１台が寄贈され、平成25年２月５日（火）消
防本部で受納式が開催されました。
　新しい救急車は「ニッサン　パラメディック　3500cc
　4WD」で、今回の高規格救急車の配備により、中吉
野広域消防組合が保有する全ての救急車が高規格救急車
となりました。
　高規格救急車は救急救命士による高度な救命処置が行
え、住民の方へ今まで以上の救急サービスを提供するこ
とができます。
　新しい救急車で今後も中吉野広域消防組合は、皆様に
より良い「安全と安心」を届けていきます。

天川村消防団・天川村・中吉野広域消防組合
火事・救急は119

住宅用火災警報器設置相談窓口　☎52－1199・63－0299
http://www.nakayoshino.or.jp/

新しい救急車が寄贈されました

春季全国火災予防運動実施中
平成25年３月１日（金）〜平成25年３月７日（木）

統一標語　『「消したかな」あなたを守る 合言葉』
火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気の取扱いには十分注意しましょう。
住宅防火　いのちを守る　７つのポイント　−３つの習慣・４つの対策−
３つの習慣

　　・寝タバコは、絶対やめる。
　　・ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。
　　・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策

　　・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する。
　　・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品などを使用する。
　　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを備える。
　　・お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　お子様のお口の健康づくりを応援するため、下記の日程で歯科健診を実施いたします。対象となるお子様
のご家庭には、別途個人通知をいたしますので、ご確認ください。

日　　程：３月６日（水）　　受付時間：午後１時〜１時30分
場　　所：ほほえみポート天川　２階
内　　容：問診・歯科診察・歯科相談（指導）・染め出し・ブラッシング指導
持 ち 物：問診票・母子手帳・タオル・コップ
　　　　　普段使用されている歯ブラシ（磨き直し用もあれば）

　今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさん、ふるってご参加ください☆
お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております。

※ 参加対象・・・生後４ヶ月〜幼稚園入園前までの親子
※ 持 ち 物・・・タオル・お茶等
　　　　　　　　（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認下さい）
※ 送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせ
ず不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、
予約制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みくだ
さい。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　女性が、生涯を通じて健康で明るく充実した日々を自立して過ごすことを支援
するために、「女性の健康週間」が実施されます。
　毎日の忙しさに、体のSOSを聞き逃してはいませんか？
　近年、女性特有の病気も注目されてきています。健康づくりは予防がなにより
大切です！早めの気付きから、早めのケアにつなげていきましょう。健康づくり
関連のご相談・資料等は、ほほえみポート天川にて扱っておりますので、お気軽
にご相談ください。

　検診や教室等の内容やお申し込みの方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎0747−63−9110

日　程 時　間 会　　場 内　　　容 申込み

  3月14日（木） 10：30〜
12：00 ほほえみポート天川 ・オリジナルきんちゃくを作ろう♪

・わんぱく遊び　…など 不　要

心の健康相談のご案内

歯科健診のお知らせ

開　催　日 ： ３月22日（金）　　　　会　　　場 ： ほほえみポート天川
内　　　容 ： 個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

うさちゃんくらぶのお知らせ

女性の健康週間です＊３月１日〜３月８日
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、

特
に
閉
経
後
の
女
性
は
、
原
則
と
し
て
１

年
に
１
回
は
骨
の
量
を
測
定
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
治
療
を
始
め
て
も

患
者
さ
ん
が
勝
手
に
や
め
て
し
ま
う
例
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
薬
を
服
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
骨
の
量
は
改
善
さ
れ
て

も
、
お
薬
を
や
め
る
と
骨
の
量
は
再
び
低

下
し
て
、
骨
折
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
治
療
を
「
コ
ツ
コ
ツ
」
続
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

　

平
成
25
年
３
月
16
日
（
土
）
大
淀
町
文

化
会
館
で
障
が
い
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
第
２
回
ほ
っ
と
は
ー
と
南
和
の
つ
ど
い

３
／
16
み
ん
な
で
踏
み
出
す
一
歩
二
歩
〜

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
暮

ら
す
地
域
へ
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
障

が
い
に
対
す
る
正
し
い
情
報
の
普
及
を
目

的
と
し
、
地
域
・
福
祉
・
医
療
が
協
同
で

「
障
が
い
」
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
「
ほ
っ
と

は
ー
と
南
和
」
と
い
う
団
体
を
組
織
し
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
映
画
上
映
の
ほ
か
に
、

も
の
づ
く
り
体
験
や
バ
ザ
ー
や
作
品
展

示
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☆
第
２
回
ほ
っ
と
は
ー
と
南
和
の
つ
ど
い

３
／
16
み
ん
な
で
踏
み
出
す
一
歩
二
歩

　

〜�

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も

に
暮
ら
す
地
域
へ
〜

☆
日
時
：
平
成
25
年
３
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
16
時
00
分

☆
場
所
：
大
淀
町
文
化
会
館
と
そ
の
周
辺

　

映
画　

「
人
生
、
こ
こ
に
あ
り
」

　

前
売
：
一
般　

千
円　

割
引　

五
百
円

　

当
日
：
一
般　

千
二
百
円

　

割
引　

六
百
円

※�

割
引
対
象
は
、
障
が
い
当
事
者
、
中
学

生
以
下
、
65
歳
以
上
の
方

☆
お
問
合
せ

○
ほ
っ
と
は
ー
と
南
和
事
務
所

　

特
定
非
営
利
法
人
吉
野
コ
ス
モ
ス
会　

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ど
か
内

　

☎
０
７
４
７―

53―

２
２
１
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
右
に
同
じ

☆
「
雇
う
人
も
働
く
人
も　
労
働
条
件
は

　

 

し
か
と
明
示
、
し
か
と
確
認
。　
働
く

前
の
お
約
束
。
」

　

労
働
基
準
法
第
15
条
で
は
、
労
働
契
約

を
結
ぶ
際
、
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
を
明

示
し
た
書
面
（
労
働
条
件
通
知
書
）
を
事

業
主
か
ら
労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
基
準
法
第
１
０
６
条
で

は
、
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

本
月
間
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
奈
良
県
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

ま
で
。

　

☎
０
７
４
２―

32―

０
２
０
４

　

�

平
成
25
年
３
月
１
日
〜
３
月
31
日

は
「
労
働
条
件
の
明
示
・
確
認
月

間
」
で
す
！

　

平
成
二
十
五
年
第
一
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
一
月
二
十
九
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

～
契
約
の
締
結
～

◇�

水
谷
土
捨
て
場
整
備
事
業
に
か
か
る
用
地

買
収
に
関
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽�

水
谷
土
捨
て
場
整
備
事
業
に
か
か
る
用
地

買
収
に
関
す
る
契
約
に
関
す
る
も
の
で

す
。

平
成
二
十
五
年
第
一
回
臨
時

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
を

コ
ツ
コ
ツ
続
け
ま
し
ょ
う

　

�

ほ
っ
と
は
ー
と
南
和
事
務
所
か
ら

の
お
知
ら
せ
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お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健

康
相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検

査
等
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆ 

精
神
科
の
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部

会
）

　

�

３
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

予
約
必
要

☆
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

３
月
12
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
３
時

　

予
約
不
要

☆ 

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科

部
会
）

　

３
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜　

　

２
時
30
分

　

予
約
必
要

○
場　
所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

　

�

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八

木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

○
連
絡
先
：
〒
６
３
４―

８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

奈
良
県
医
師
会
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
耳
に
関
す
る
講
演
会
及
び
無
料

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
会

場
内
で
無
料
の
相
談
会
も
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
：
３
月
７
日
（
木
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

会
場
：
奈
良
県
医
師
会
館

　
　
　
　

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８

○
内
容

①�

講
演
会
「
ど
う
し
た
ら
聞
こ
え
る
？

　

︱
手
術
、
補
聴
器
、
人
工
内
耳
︱
」

　

講
師　

奈
良
県
立
医
科
大
学

　

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
教
室

　

教
授　

細
井　

裕
司　

先
生

②
無
料
相
談

　

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
（
地
上
波
放

送
）
は
、
平
成
23
年
７
月
24
日
で
終
了
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
加

入
世
帯
は
引
き
続
き
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

後
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

視
聴
で
き
る
期
間
は
、
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
に
デ
ジ
タ

ル
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
方
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

デ
ジ
ア
ナ
変
換
の
期
限
に
つ
い
て

地域福祉ボランティア基金
金、100,000円

洞川　辻　三千代　様
（亡夫、一明様ご供養として）

ありがとうございました

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

① ② ③ ④

　

�

耳
に
関
す
る
講
演
会
及
び

　

無
料
相
談
の
ご
案
内



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

幼 りよだ園稚幼 りよだ園稚

発
行

／
天

川
村

役
場

　
〒

638 -0392  奈
良

県
吉

野
郡

天
川

村
大

字
沢

谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321  FAX：
0747-63-0329　

企
画

・
編

集
／

総
務

課
 広

報
係（

内
線

123）
U

R
L：

http://w
w

w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：

tenkaw
a@

vill.tenkaw
a.lg.jp

広
報

村のうごき

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。 100
古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

平
成

25年
２

月
28日

発
行

　
通

巻
433号

2013年
１

月
31日

現
在

（
　

）
内

は
前

月
と

の
比

較

人
口

1,662人
（

−
８

）

女873人
（

−
４

）

男789人
（

−
４

）

世
帯

数
733戸
（

−
３

）

燃焼… 25.15トン
前月比… 90.47％
前年同月比… 93.25％

不燃… 3.15トン
前月比… 112.90％
前年同月比…151.44％

資源… 5.33トン
前月比… 70.04％
前年同月比…109.48％

粗大… 0.92トン
前月比… 65.71％
前年同月比… 200％

１月のごみ
収集状況

「鬼は外！」「福は内！」

　２月１日、幼稚園では一足早く英語指導助手のアレックスさんと一緒に節分の豆まきをしました。

　最初に豆を入れる三宝作りに挑戦。折り方がわからず困っている友達に、優しく教えながら三宝を

作る姿が見られました。年の数より一つ多く豆を食べた子ども達は元気一杯。思い思いのお面をつけて、

「鬼は外！」「福は内！」と大声でアレックス鬼に豆を投げながら運動場を元気に走り回っていました。

　泣き虫鬼、いじわる鬼、風邪の鬼等々いろいろな鬼を追い出した子ども達一人一人の心の中には、

きっと素敵な福が芽生え始めたことでしょう。

「鬼は外！」「福は内！」

ここは
こうして

折るんやで！

泣き虫鬼を
おいだすぞ！

１・２・３…
年の数より１つ多く食べて
さあ　オニ退治！ 風邪ひき鬼を

追い出すぞ！いじわる鬼を追い出すぞ！


